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て心電図，心音図の時相を指標として用いる試みがある。 Hegglin は H 音の早期出現と QT時間の延
長より，エネルギー的，力学的心不全という概念を提唱した。
頻脈時とくに運動負荷で， Q-II 時聞がQT時間より短縮が強いとされている。また Kühns はQT時
間， Q-II 時間より収縮期商 (Q申 ll/QT) という指標を導入したD しかし Q- II 時聞は厳密な意味で機
械的収縮時間だけではない。そこで電気的収縮時間 (QT時間)と純粋な機械的収縮時間 (I-ll 時間)
より QT/I-ll を求め，心機能の新しい指標になりうるかについて，とくに甲状腺機能異常症につい










心電図は E 誘導を用い，記録紙送り速度は毎秒100mmで，記録は 5 心拍以上おこない 5 心拍の平均
RR に最も近い RR後の心拍について収縮時間を計測した。甲状腺機能充進症患者について，運動
負荷後の QT/I-II とその甲状腺機能検査値との関係をしらべ，さらに 131 1治療により Euthyroid
状態になった時点でのデータと比較研究した。
成績:
(1) Q-1 時間は，正常対照群，甲状腺機能尤進症群，甲状腺機能低下症群の 3 群聞に差がなく，運動
負荷， ß-受容体遮断剤負荷， βー受容体遺断剤静注後運動負荷でも著変しなかったo
(2) Q-II 時間， 1 -n 時間， QT時間は心拍数の動きとはほぼ平行したO
(3) 甲状腺機能充進症では，運動負荷において，心拍数で補正した QT時間は延長し， Q-ll 時間は短
縮した。 Q- 1 時間が変化しないことより， Q-II 時間短縮は， 1 -II 時間の短縮が主であり，運動後
の QT/I-ll の変化は他群より大である D
(4) 甲状腺機能充進症ではβー受容体遮断剤の投与で，心拍数が他群より大きく減少したがなお正常
対照群より大であった。 QT/I-ll は変化せず"， 3 群聞に有意差はみられなかった。
(5) 甲状腺機能充進症で'ß- 受容体遮断剤静注後運動負荷の QT/I-ll は他群と有意の変化をみなかっ
た。運動負荷による循環動態変化がβー遮断剤で抑制されたものである。
(6)甲状腺機能充進症で運動後の QT/I-II と BMR， PBI , RT3 Uの諸値との聞に正相関を認めた。 131 1
治療により Euthyroid になったときの運動負荷後の QT/I-ll は治療前より小さくなり，正常群に
近づき， PBI , RT3 Uの値の正常化と並行した。しかし 131 1摂取率とは相関がなかった。









本論文は，非観血的心機能検査法の 1 っとして，心電図，心音図より電気的収縮時間 QT時間と，
機械的収縮時間 I-ll 時間をもとめ，その比について研究した。
QT時間/I-ll 時間の比は運動負荷による，血行動態の変動をよくしめし，ことに甲状腺機能尤進
症では，その機能検査値，臨床経過ともよく相関することを明らかにした。従来の収縮期商 Q-I /QT 
に代って用うべき指標となりうることをしめした点で有意義な研究である。
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